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フリーエージェント化社会を見据えたビジネス読書会の研究
星　田　昌　紀
1.　研究の目的
フリーエージェント化する現代の日本社会において，個人ビジネスを学ぶための読書会
を提案し，1人で読書した場合と，読書会として複数名で読書した場合の学習効果と満足
度の相違について考察を行う。
結果的に，ある形式で複数人により行う読書会を実行すれば，1人で読書する場合より
も，学習効果と満足度に優位性が出現することを確認し考察する。
2.　研究の背景
社会人がビジネスについて学習する場合，「ビジネス書籍の読書」や長期間の「ビジネス
セミナー」への参加など，複数の手段が考えられる。
前者の「ビジネス書籍の読書」については，独自のペースで学習ができるという利点と
ともに，理解や発想がひとりよがりになってしまう欠点が存在する。後者の「ビジネスセ
ミナー」への参加については，専門家や共に参加する仲間から，より実践的な内容を学習
することが可能であるという利点とともに，一般に参加費が高額であることや，日時や場
所などの参加条件が合わずに参加できない欠点が存在する。
上記の問題を解決する1つの手段として，ビジネスに関係する書籍を用いた「読書会」に
着目する。
本研究では，ビジネスを学ぶために書籍を用いる「読書会」を，「ビジネス読書会」と定義
する。「ビジネス読書会」の利点は，高額の参加費や長時間かつ長期間の学習時間を要さず，
気軽に始められるにも関らず，自分以外の読書会のメンバーからビジネスアイデアに関す
る「意見」「発想」「解釈」などを相互に交換できる可能性があることである。また，自分が
表明した「意見」「発想」「解釈」に対しての「承認」が得られる可能性もある。つまり，複数
の参加者が協調して読書を行うことによって，学習の相乗効果を促進し，ビジネスについ
ての「学習効果」を高められる可能性は検証に値する。
以上のように，ビジネス読書会には多数の利点が考えられるにも関らず，その効果につ
いての学術的な研究は，ほとんど見当たらない。よって，本研究では複数名で読書を行う
場合の学習効果について実験し，考察する。
2.1.　フリーエージェント化する社会～大企業ビジネスと個人ビジネスの相違
大企業に勤務する会社員が行うビジネスと，個人ビジネスもしくはスモール・ビジネス
の経営者が行うビジネスは，ほとんど別物であるにも関わらず，同じビジネスという語彙
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や概念によって表現されるため，個人ビジネスの準備者や初心者にとって大きな混乱がも
たらされる。
つまり，同じビジネスでも大企業の行うそれと，個人ビジネスで行うそれとでは，異な
るばかりか，反対の法則がはたらく場合も多い。例えば，個人ビジネスでは，関係者の人数
が少ないため意思決定のスピードが速い点や，手続き的な会議が不要で社長の経営判断に
より新規事業の開始や撤退を迅速に行えるなどの利点がある。しかし，その反面，組織が
小さいために信用が低く取引してもらえないことがある。使える予算が小さいなどの欠点
もある。
また，一部上場などの大企業で，勤続20年から30年の社員が，個人ビジネスを自ら起業
することは極めて難しい。なぜならば，大企業の場合，会社組織の内部に複数の大型セク
ションが多数存在し，そのセクションで実行される業務以外については，ほとんど理解す
ることがないからである。従業員が1千人を超える大企業，例えば製造業の場合，商品の研
究開発セクション，開発された試作機を大量生産のラインにのせる製造セクション，その
商品の販売計画を実行する営業セクション，新製品のプレスリリースを行い，商品を告知
する広報セクション，主にマスメディアを使って商品を広く伝える宣伝セクション等，大
きく分けても5つから3つのセクションが存在する。この中で，製造業の部門を3つに分類
する場合，開発，製造，販売の頭文字をとって，「開製販」とも呼ばれるが，これらセクショ
ンを飛び越えて全てに精通している社員は，ほとんどいない。
さらに，巨大企業になれば，開発や製造の対象となる商品の顧客が，別の巨大企業であ
る場合も多い。例えば，携帯電話の電子回路を開発製造し，携帯電話の通信会社に販売す
る場合は，この例に該当する。船舶運用会社に，造船会社が大型の船を販売する場合も同
様である。基礎化粧品を開発製造し，別の有名ブランドの化粧品会社に販売することも，
異なる分野であるが，同様である。
となると，電子回路を作っている社員，船のある部品のみを作っている社員，化粧品の
細かな粒子を加工する仕事のみを行なっている社員は，さらに細分化された仕事体系の中
に押し込められている。
ゆえに，自社の隣の部門が，何を行っているのか分からない場合さえ存在する。
上記の現象は，個人ビジネスや10名前後の中小企業では，まず起こりえないし理解も極
めて困難である。なぜなら，個人ビジネスでは，アウトソーシングなどの例外を除いて，経
営の全容を，社長が把握しているからである。また，10人程度の中小企業では，組織とし
てのコミュニケーション頻度が高いため，誰が何をやっているぐらいは分かっている場合
が多い。
逆に，大企業のあるセクションに何年もいた従業員にとって，個人ビジネスや中小企業
の経営の現場は，ほとんどの場合全く分からない。まず，決定的なのは，大きな経営判断を
したことがない。上司の命令に従うのが仕事なため，小さな工夫を行ったことがあったと
しても，ビジネスの全体方向を決定するような決断を行うことは通常ないし，権限もない。
これは，個人ビジネスの起業においては大きな障害となりうることがある。なぜならば，
給与所得を得る仕事の仕方と，経営判断によって利益が変動する仕事の仕方では，根本的
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な心理状態が異なるからである。前者は安定があるが自由はない。後者は自由があるが安
定を得ることには緻密な戦略と体験が必要である。
ダニエル・ピンク（2002）によれば，アメリカにおける「フリーエージェント」化社会は，
1970年代に本格化を始めた。「フリーエージェント」とは，特定の会社と雇用関係を持たず
に働いている人たちの総称として，ダニエル・ピンクが定義した呼称である。橘（2009）に
よれば，アメリカは個人主義の社会で，日本は会社主義の社会だと言われることが多い。
しかし，これはかなり一面的な見方といわざるを得ない。アメリカにも会社主義は存在し
ていた。アメリカにおける大企業勤務者は「オーガニゼーション・マン（組織人）」と呼ば
れていた。ジャーナリストのウィリアム・ホワイト（1959）「組織のなかの人間 ‐ オーガ
ニゼーション・マン」が出版されたのは1959年のことである。オーガニゼーション・マ
ンの典型は，中流の白人家庭で『パパは何でも知っている』（1954-60年）のようなアメリ
カンホームドラマを通じて描かれた。本ドラマは，高度経済成長に向かう日本人に大きな
影響を与えたと言われている。つまり，アメリカも元来の個人主義国ではなく，巨大企業
が多数存在していた時代があるということだ。巨大企業の代表例としては，電話会社の
AT&T，フィルムメーカーのコダック等がある。
しかし，1970年代に大規模な人員削減が行われ，崩壊に向かい始めた。例えばコダック
は，日本のフィルムメーカーに対抗できず，2万人以上がレイオフされた。コダックの例を
見れば，アメリカ人が好き好んで個人主義的なフリーエージェント社会を生んだのではな
く，当時の日本企業が，当時のアメリカ企業を圧倒した結果，望んでもいない「自由」をア
メリカ人は押し付けられたと橘（2009）では論じられている。
ダニエル・ピンクの推計によれば，2009年時点でアメリカの労働人口の1/4がフリー
エージェントとして働いている。ピンクによれば，アメリカには1650万人のフリーランス
（自営業者），1300万人のマイクロ法人企業家，350万人の臨時社員がおり，フリーエージェ
ントの総数は推計3300万人に達する。
それに対して日本は，40万人のフリーランス（自営業者），30万人のマイクロ法人企業
家，300万人の臨時社員となっており，フリーエージェント人口はアメリカの約1/10の
370万人しか存在しない。それ以上に特徴的なのは，日本では臨時社員（非正規労働者）の
数がアメリカのほぼ同数と，その割合が突出して高い。それに対してフリーランスやマイ
クロ法人企業家の数は5%にも満たない。日本人の働き方が，アメリカと比べて，いかに強
く会社に依存しているかが理解できる。ここで，日本のフリーエージェント人口の内訳は，
2005年の国勢調査を基に算出されている。上記の事実から，橘（2009）では，今後日本でも
アメリカと類似のフリーエージェント化が進行すると予測している。
筆者が本論文を執筆している2014年12月現在，パナソニック，東芝，ソニーを筆頭に一
部上場クラスの巨大企業が本格的な人員削減を継続中であり，ピンク（2002）や橘（2009）
で述べられた予測が現実のものになりつつある。
以上，アメリカに継いで日本でも同様のフリーエージェント化が社会全体に広がりつつ
あるため，雇用形態からフリーエージェント形態へと移行するための学習機会の重要性が
極めて高まっていると言える。
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2.2.　読書会によるビジネスの学習
本研究では，フリーエージェント化する日本社会における個人ビジネスの学習機会とし
て「ビジネス読書会」に着目する。なぜなら，「ビジネス読書会」が，個人で行うビジネス読
書と，集団で受講するビジネスセミナーの，中間的な位置に存在するからである。つまり，
大企業社員がフリーエージェント化する時代において，読書をするよりは本格的に，しか
し，セミナーを受講するよりは入門的に，経営の準備段階を短時間で体験する学習機会が，
必要かつ重要であると，本研究では考える。
先行研究調査としては，読書会でビジネスを学習する学術研究は，極めて限られている。
浅田（2011）では，プロジェクトマネジメントの一分科会活動として，図書の書評議論を行
い，プロジェクトマネジメントの暗黙知から形式知の導入を図るという研究が行われてい
る。この研究では，参加者個々人のレポートが集会で議事メモとして議論されることによ
り，出席のモチベーションを向上するアイデアについて触れられている点は評価できる。
しかし，このアイデアにより，どの程度の向上が見られたのかについての言及は存在しな
い。また，40名のメンバーがあるにもかかわらず，定期的な出席率は約3割程度と極めて
低いと言わざるを得ない。つまり，研究の目的が，本論文の研究目的である「学習効果」と
「満足度」とは異っている。
また，他のビジネス読書会の事例としては，日経ビジネスアソシエに代表されるビジネ
ス系雑誌における記載は存在するが，やはり学術論文としての事例は極めて少ない。
図書館という観点からは，「マイクロ・ライブラリー」という潮流が起こり始めている。
マイクロ・ライブラリーとは，日本全国に広がる個人的な図書館とその付帯活動を指す。
礒井（2014）によれば，2014年5月31日時点で514のマイクロ・ライブラリーが日本全国
に存在している。これらのマイクロ・ライブラリーは，まちづくりの観点，公共図書館と
連携した観点，地方での試みという観点，学びの場という観点，ユニークな本屋という観
点など，様々な観点から図書と読書にアプローチを行っていることが明らかになってい
る。マイクロ・ライブラリーのなかには，ビジネスを学ぶための講座を開催したり，その
ビジネス講座に関連する書籍の臨時コーナーを設けたりする活動も始まっている。
ビジネスを目的とした読書会も都市部を中心に増加しているが，その効果を学術的に研
究した論文は見当たらない。
ビジネスに特化された事例ではないが，読書効果を考察するうえで，極めて重要な先行
研究を含む解説番組について以下に記載する。
NHK（2014）「クローズアップ現代」という解説番組によれば，現代日本，なかでも若年
層において“読書ゼロ”という本を全く読まない層が出現している。帝京大学メディアラ
イブラリーセンターの情報によれば，2010年の時点で，約17万冊あった図書貸し出しが，
毎年1万冊ずつ減少し，2014年現在は，貸し出しが約13万冊と推計される。NHK（2014）
の分析によれば，読書離れの大きな原因として，スマートフォンの閲覧を挙げている。同
大学の学生数名へのインタビューでも，スマートフォンの方が情報多量であり，ほぼ瞬時
の検索が可能であるため，読書に回す時間がないとの発言があった。同大学では，有名人
の推薦本のコーナーを設置するなどの興味を喚起するための工夫を行っているが，図書の
貸し出す数の回復に現状ではつながっていない。
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同センターの中嶋康グループリーダーによれば「読書離れという単純な問題ではないの
では」「情報を入手する，あるいは本を読む時の意識ということ自体が変わって来ている」
と，読書離れについて大学としての大きな危機感を抱いている。
また，筑波大学図書館情報メディア系逸村裕教授は，読書離れの研究のために，人間の
「情報探索行動」の研究を行っている。具体的には，学生が小論文を書き上げる際，本を読
む被験者と読まない被験者で，どんな相違が出現するかの実験を行っている。本研究実験
における小論文の課題は「英語の早期教育」に関する議論について整理し，自分の論旨と
意見を（中略）A4レポート用紙1枚以内（1500字以内）にまとめるという内容であった。な
お，制限時間は1時間である。
読書ゼロの学生は，大手ネット検索サイトのみを使用し，検索結果の見出し1行と150
字程度の概要だけを閲覧していた。検索結果の元文書を熟読することなくコピーと貼り付
けを行い，その直後に自分のコメントを2 ～ 3行付加しただけになっている。コメントの
内容も独自性に欠けた，意見とは言い難いものになっていることが判明した。逸村教授に
よれば，ネットを使って多くの情報を迅速に集める能力に関しては，学生の技量が明らか
に約10年前より上昇している。しかし一方で，集めすぎた情報に振り回されてしまって，
結果的に自分の意見の論理的展開は弱くなり「どこに自分の意見があるのか」が見えなく
なっている。
読書を行う被験者は，ネット検索をしばらく行った後，図書館の書庫に移動し書籍を数
冊入手した。本被験者によれば「本は検索では結びつかないような情報を拾える」という
意味の発言を行っている。さらに本被験者は，入手した複数の書籍からテーマを絞り込ん
でいく行動に着手した。具体的には，英語の早期教育が必ずしも効果的とも言えないとい
う主旨が記載された書籍を発見し，その観点から自分の論旨を展開し始めた。
最終的に過度な英語の早期教育が他の教科の授業時間を減らすことは本末転倒であると
いう独自の意見に至った。
上記の先行研究は，読書がネット検索では導出できない情報と情報を結びつける効果を
示唆している。ネット検索を否定するものではないが，書籍読書でなければ達成されにく
い自分なりの「論理構築」および「仮説検証」が起こりやすいことが示されており，筆者の
提案する「読書会」についての重要な参考となる。
3.　研究の方法
本研究では，複数の被験者を選抜し，実験として統制されたビジネスの学習を目的とす
る「ビジネス読書会」を設定し実行する。実験は2段階に分かれており，同一のビジネス書
籍を第1段階では「単独読書」，つまり1人で黙読することにより学習を行う。第2段階は，
「協調読書」と筆者が名付けた読書法を行い，学習内容についてそれぞれの被験者が学習内
容を複数のフセン紙上に記載し，大型の模造紙の上に被験者全員が順次添付していく方法
を実施する。なお，今回の実験では被験者数は5名であった。
研究の考察用データとして，実験に関する自由記述アンケート，最終的に完成した模造
紙を用いることにする。
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4.　研究の内容
本章では，筆者が行ったビジネス読書会の内容とその読書会の研究内容について記載
する。
実験日時：2014年10月19日（日）14時～ 17時
実験会場：東京都江東区商工情報センター　会議室
被験者は，25歳から46歳の男性4名，女性1名の首都圏在住者であった。また，男性1名
と女性1名は自営業者であり，残る男性3名は会社員である。選抜は都内におけるビジネ
ススクールの参加者から募った。ビジネススクールで応募を行った理由は，本研究がビジ
ネスもしくは経営の学習を目的とする実験であるからである。
課題書籍の選本は，ハミルトン（2010）「億万長者の秘密をきみに教えよう！」サブタイト
ル「9歳でもわかる7つの成功法則」を使用した。本書を選本した第1の理由は，サブタイト
ルが示すように，ビジネスにおける成功法則が9歳でもわかる平易な表現で記述されている
ためである。9歳でもわかるという内容の明瞭性および導入性に加え，読むたびにビジネス
上の気づきが変化したり深化したりするという普遍性を持つこともこの理由に含まれる。第
2の理由は，ページ数が141ページと薄く，また版型もB6サイズの小型ソフトカバー本であ
ることであること。第3の理由は，本読書会を2時間程度で完了可能にすることができるこ
とである。第4の理由は，適度に複雑な図が多用されていることである。
ハミルトン（2010）の概要について以下に記載する。
主人公であるリチャードという名前の9歳の男の子が，過労で倒れた父親の代わりに，7
人の専門家に会う旅に出て，富を得る秘密を学ぶという物語である。
プロローグ「富の泉」
リチャードは，小さな村で父親と2人で暮らしている。父親は腕のいい家具職人だが過
労で倒れてしまう。この村には『富の泉』と呼ばれる水汲み場所が存在する。父親の代わり
に富の泉に出掛けたリチャードは，分かれ道の分岐点で不思議なおばあさんに声を掛けら
れる。おばあさんは，富を得たいのかとリチャードに確認し，富を得ることを学ぶための
ノートとペンを手渡した。そしてまず，眼医者に会うことを促した。
第1章　眼医者…ビジョンを見つける
リチャードは森の中に住む眼医者に会いに行った。眼医者は「ビジョン」という言葉を
口にした。眼医者が成功した理由をリチャードが問うと，リチャードの質問に対し，一流
の眼医者は明確なビジョンを持っていることを告げた。リチャードは，ビジョンの意味が
最初分からなかったが，眼医者から学んでいく。さらに，眼医者は，「お金は富の一部」に
過ぎないこと，「コミュニケーションには4つのレベルがある」ことを話すのだった。リ
チャードは，コミュニケーションレベルの第4レベルが，社会的影響を与えられるレベル
であることを理解し，眼医者にそのレベルを目指すことを告げた。眼医者は，リチャード
の決意を確認し，次に水道屋に会うことを促した。
第2章　水道屋…コントロールする
リチャードは，次に水道屋に会いに行った。水道屋は配管システムになぞらえて，お金
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の流れをコントロールすることの大切さをリチャードに教えるのだった。まず，水道屋は
噴水の池の中からリチャードを呼び，池の中に入ることを勧めた。この体験から，水道屋
は濡れることを気にしないで行動することの大切さをリチャードに説いた。次に水道屋
は，お金は水の流れに似ていることを示し，水道の蛇口とバケツの絵を描いて投資と貯蓄
の意味と意義をリチャードに解説した。さらに，水を溜めたバケツから2つ目の蛇口が作
れることを図解し，複数収入の重要さをリチャードに説いた。水道屋は，配管システムが
できたら，いつもスムーズに水が流れるように，定期的に配管のメンテナンスをする必要，
つまり水の流れをコントロールする重要性を解説した。加えて，水道屋はお金の流れを時
間の流れにも置き換えて，1日24粒しずくが出る蛇口の絵を描き，その時間を表すしずく
を，健康維持への投資，学びへの投資，仲間づくりへの投資，次のプロジェクトへの投資と，
詳細に図解してリチャードに教えるのだった。リチャードは，特に「時間を自分に投資す
る」という知恵に共感し，水道屋を後にするのだった。
以上のように，ハミルトン（2010）は，お金の話にとどまらず「ビジョンの重要性」「時間
を自分に投資することの大切さ」を9歳の子供にも分かるように解説した，ビジネスを超
えて人生の知恵まで含む内容の書籍となっている。本書は第7章とエピローグで完了する
が，本ビジネス読書会では，プロローグから第2章までを扱った。なお，プロローグと第1
章を単独読書，第2章を協調読書として使用した。
読書会の進行について，以下，順に記載する。
（1）自己紹介
初対面の人々がなるべく短時間に仲良くなるため，自己紹介に1人3分程度の時間を
割り当てた。自己紹介の項目として①ニックネーム②居住地域③職種④自分の取り扱
いを述べてもらった。自分の取り扱いでは，自分の外見に表れない性格や，人と対面
するときの思考や行動の癖について口頭発表し，コミュニケーションが促進されるよ
うに配慮した。また，読書会の発表順序を決めるためのくじ引きを行った。
さらに，協調読書で使用するカラー付箋紙の色選択を全員で行った。これは，誰が書
いた付箋紙なのかが色によって瞬時に判別できる配慮である。
（2）準備アンケート
課題書籍を被験者5人に配布した。既読者・未読者情報を確認するために行った。
（3）読書目標の解説
本読書会における「自分のビジネスアイデアの具体的行動（最初の1歩）」を読書後の
目標とすることを説明した。特に，読書範囲の最後に記載されている図から発想を得
て，自分のビジネスの具体的行動を考え言語化することを目標にした。
（4）フセン紙活用の解説
上記読書目標を達成するため，自分の「意見」「発想」「解釈」および参考になる課題書
籍内の「フレーズ」をフセン紙に書き出して，自分やチームの仲間がシェアを行った
り，気づきを深めたりするために活用することを解説した。
（5）単独読書の実行
課題書籍の前書き，プロローグ，第1章を「単独読書」すなわち各自で黙読した。つまり，
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全員に，上記のフセン紙活用を行ってもらい，「自分シート」と名付けた自分専用の用紙
に添付した。自分シートを踏まえて「読書目標」を別紙に自由記述してもらった。
（6）協調読書の練習
課題書籍の2章のごく一部を黙読し，単純な図を用いて，フセン紙活用を実施した。
すなわち，1人1枚，「意見」「発想」「解釈」および課題書籍内の「フレーズ」のどれか1
つをフセンに書き出してもらい，大型模造紙への貼り付けを実施した。さらに，貼り
付けたフセン内容の説明を1人約1分以内，口頭で行うシェアを実施した。
また，筆者が「共感フセン紙」と名付けた「いいね」「なるほど」などが書かれたフセン
紙を，強く共感した場合は近傍に添付するよう解説した。
さらに，シェアを聴いたチームの仲間は，自分のフセン紙のなかに類似の内容がある
場合，模造紙上でフセン紙の移動を行い，近傍に配置するよう示唆した。
（7）協調読書の実行
課題書籍の2章を各自黙読し，1人合計5枚のフセン紙への「意見」「発想」「解釈」およ
び課題書籍内の「フレーズ」書き出しを，上記（6）で練習した方法で添付した。
また，全員の黙読とフセン紙への書き出しが完了した後は，各自が約1分を目安に自
分にとって重要な順に，フセン紙に書いた内容のシェアを行った。自分以外の人が書
いたフセン紙に誘発された別の「意見」その他は，追加のフセン紙として書き出し，誘
発を起こしたフセン紙の近傍に配置した。
さらに，出来上がった模造紙を俯瞰的に考察した結果としてシェアした。このシェア
を「全体俯瞰シェア」と名付けた。
最後に，全体俯瞰シェアを踏まえて各自で「読書目標」を別紙に自由記述し，その結果
の発表を全員の前で実施した。
5.　考察
本研究では，ビジネス書籍の読書について，1人で行う「単独読書」と複数名で行う「協
調読書」の差異を，検討し考察する。なお，ここで述べる「協調読書」は，本論文内3.研究
の方法および4.研究の内容に記載された「読書会の進行」に基づいて行われた手法を指す。
つまり，学習内容について複数の被験者が学習過程における「意見」「発想」「解釈」をフセ
ン紙上に書き出し，大型の模造紙の上に被験者全員が順次添付していく方法を指す。なお，
今回の実験における被験者数は5名であった。
読書会でビジネスを学習する活動に関する先行研究調査としては，浅田（2011）や礒井
（2014）が存在するが，協調読書についての学術研究は極めて限られている。学術研究以外
の協調読書については，ビジネス雑誌などに記載されているに過ぎない。ただ，ビジネス
を学習する読書会は，首都圏など都市部を中心に行われており，ビジネス読書会について
の学術的研究は重要であると本研究では考える。
本研究では，読書会が単独読書では達成できない「学習効果」と「満足度」を持つことを，
その理由とともに検証し考察する。つまり，1人で行う読書ではなく，他者と複数人で行う
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読書会が，いかなる理由で学習効果や満足度を向上させるのかについて考察を行う。
「学習効果」はアンケート①「役に立ったこと」に対応しており，「満足度」はアンケート
②「楽しかったこと」に対応していると，ここでは解釈する。
なお，読書会には様々な手法が存在するが，研究としての統制を行うために，第4章に
記載した同一書籍についての意見他を複数の被験者間で「共有」する手法に焦点を当てる。
5.1.　協調読書における学習効果についての考察
本研究の中で実施したビジネス読書会における「協調読書」の学習効果について，自由
記述アンケートの第1項目である①「役に立ったこと」から主に知ることができる。
特に多かった記述は，要約すると，「自分以外の参加者」の「考え」「発想」「気づき」「感じ
方」を共有できるために理解が深まったという内容である。
例えば，アンケートの自由記述欄に，Tさんは「初めて読む本でも，みんなと考えをシェ
アできることで，理解が深まった。自分が気づかなかったことを言ってくれてよかった」
と，考えの共有と理解の深まりについて記述している。加えて，自分が気づかなかったこ
とを他の参加者が言ってくれたと述べており，1人では得られない学習効果について直接
言及している。また，Sさんは「様々な人の発想・着想が聞けることで，相手のことをより
理解できたり，気付きが多かった」と記述している。Yさんは，「相手の意見からの気づき
を得られたことで学びになった」と記述している。これらの証拠となる記述は，本論文の
8.資料に収録している。
つまり，5人中4人が自分以外の参加者からの意見によって自分の理解が深まったとい
う内容の記述を行っている。また，残る1名も「自分以外の考えにふれることで，自分の理
解に固執することなく，文章を立体的に学べた」という，自分以外の考えが学びにつながっ
たという類似の主旨について記述している。
よって，本研究の中で行ったビジネス読書会においては，複数人で意見を「共有」するこ
とにより，1人では達成できない学習効果の向上について確認することができたと考える。
上記の「協調読書」の学習効果が得られた理由について，以下に考察する。
本研究におけるビジネス読書会では，5人の被験者が同一書籍の同一箇所を黙読し，自
分の意見，発想および参考になる課題書籍内の「フレーズ」をフセン紙に書き出して仲間
とシェア（共有）を行った。シェアの方法は，書き出しを行ったフセン紙を，大型模造紙に
貼り付けて「可視化」し，貼り付けたフセン紙の内容説明を1人約1分以内口頭で行った。
類似の内容のフセン紙書き出しを行った他の被験者は，そのフセン紙を先に貼り出したフ
セン紙の近傍に添付し，同様に約1分以内に解説するよう読書会を進行した（図1）。
例えば，課題図書ハミルトン（2010）の44ページには，富の流れを水道の配管システム
として比喩的に表現する記述が存在している。課題図書では，この箇所を「配管システム
ができたら，いつもスムーズに水が流れるように定期的に配管のメンテナンスをする必要
がある」と記載している。この記載を被験者5人中4名が，ほぼそのまま，もしくは要約し
てフセン紙に書き出し模造紙に添付したことになる。残る1名も配管を「チェックする」と
表現し，本ページの記載の重要性に「同意」している。この現象は，自分が重要だと思った
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課題図書内の箇所が，他の複数の被験者からも重要だと認識されていることになる。言わ
ば，被験者の「共通認識」となっていることを意味している。
筆者は，本研究におけるビジネス読書会に際して，5人いる被験者が同一ページの同一
文章内容を，共通して重要視することを想定していなかった。しかし，このビジネス読書
会という実験を完了した今は，上記のように複数の被験者が課題図書の同じ箇所に重要性
を見出す可能性について認識することができた。
さらに，図1において，5名の正方形のフセン紙それぞれの近傍に「なるほど」「いいね」
「たしかに」「共感」「同感」「解ります」をはじめとする共感を表す言葉が書かれた小型の横
長のフセン紙が添付されている。これらのフセン紙は，筆者が「共感フセン紙」と名付けた
ものであり，ビジネス読書会の準備段階では「いいね」と「なるほど」の2種類をあらかじ
め準備しておいた。ビジネス読書会の本番では，「いいね」「なるほど」以外の独創的な共感
フセン紙が被験者によって作成された。進行の解説には一切書かれていない出来事であっ
たため，筆者の予測を上回った共感フセン紙の活用が観察された。
上記の「共感フセン紙」については，次節5.2.協調読書における満足度についての考察に
おいて，より詳細に考察する。
5.2.　協調読書における満足度についての考察
本研究の中で実施したビジネス読書会における協調読書の満足感について自由記述アン
ケートの第2項目である②「楽しかったこと」から知ることができる。多かった記述は，筆
者が「共感フセン紙」と名付けている「いいね」「なるほど」に代表されるような他の被験
者との共感を示すフセン紙の活用が楽しかったと述べられており，被験者の満足感につな
がっていると推察できる。5人の被験者中4名がこの「共感フセン紙」の利用が楽しかった
こととして，自由記述アンケートに記述している。
共感フセン紙は，本研究のビジネス読書会において，「意見」「発想」「解釈」を単にフセ
図1　協調読書における「共感フセン紙」の利用例
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ン紙に書き出すだけでなく，短い単語で模造紙上のコミュニケーションを促進するための
アイデアとして筆者が発案したものである。ビジネス読書会実施前には，どちらかという
と補助的な手段と考えており，読書会終了までは，これほど重要な効果を予測してはいな
かった。また，読書会開始時点では，「共感フセン紙『いいね』『なるほど』等を活用してく
ださい」と進行について解説しただけであり，被験者がこの共感フセン紙を自発的に多種
類の表現で多用したことは興味深い。
この共感フセン紙についてKさんは「付せんで『いいね！』を表現できること」とアンケー
トに記述しており，この共感フセン紙が被験者の満足度に貢献していることが示唆されて
いる。また，Sさんによれば「共感の付箋貼りは，目に見える形で残るので，承認できて嬉
しいし，承認されることも嬉しい」とアンケートに記述している。このSさんのアンケート
記述から，他の被験者との共感が目に見える形で残るという「可視化」の重要性が示され
ている。つまり，単に発話で共感を得るだけではなく，フセン紙に書かれた文字として記
録され，模造紙上に全ての被験者から集団的に確認されることの重要性が示されている。
すなわち，今回実施したビジネス読書会の協調読書において，被験者の「意見」「発想」「解
釈」を「可視化」することの重要性が確認できた。また，Sさんのアンケート記述によれば，
共感フセン紙を用いて，承認することと承認されることの両方が「協調読書」における満
足度を向上させていることが確認できた。Yさんは「『いいね！』付箋を貼るところが楽し
い！！自己承認にもつながり，とても良いアイデアだと思います」と記述している。Yさ
んもSさんと同様「承認」という言葉を使用しており，自分の意見や解釈が他者から文字で
認められることが，読書会の満足度に貢献することが確認できた。Mさんは「皆からポス
トイットで，同感などの言葉がもらえた事が嬉しかった」と記述している。この記述から
Mさんは「同感」という言葉を使っているが，「同感」は「承認」につながる語句と考えられ
る。ゆえに，Sさん，Yさん，Mさんの3名が，共感フセン紙による「同感」や「承認」につい
て，自由記述アンケートの②「楽しかったこと」に記載しており，共感フセン紙が，読書会
の満足度の向上の要因として確認されたと考えられる。
共感フセン紙以外の「満足度」としては，Tさんが「独りでは読書を途中で投げ出すかも
しれないが（中略）仲間のシェアがあったことで，最後まで読むことができたので楽しかっ
た」と記述している。この記述から複数人で読書を行うことが，読書の「継続」や「読了」を
強化する効果が確認できた。
つまり，本ビジネス読書会における満足度の向上には，筆者の予想を上回る結果として
共感フセン紙と名付けた，他者の「意見」「発想」「解釈」に対する「共感」や「同感」や「承認」
を表すフセン紙が，被験者によって独創的かつ自発的に多種類の表現で多用されているこ
とが特徴的である。
─126─
5.3.　協調読書の単独読書に対する優位性についての考察
本節では，被験者の自由記述アンケートから，協調読書が単独読書に対して，「学習効果」
と「満足度」の両方について優位性を持つか否かを考察する。
Tさんの記述によれば「独りでは読書を途中で投げ出すかも」という単独読書について
のリスクを記述している。Mさんの記述によれば「1人で本を読んでいると，流し読みをし
てしまう場合も多い」と単独読書の問題を指摘している。Sさんは「本の読み込みの深さが
違った。（一人の時より）」と自由記述アンケートに記載している。つまり，5名中3名が，
単独読書のリスクや弱点を指摘していることが判明した。残る2名も単独読書についての
否定的な自由記述はないものの，協調読書が良かったという主旨の感想が大半である。詳
細は本論文8.資料に記載する。
よって，本研究で行った協調読書は，単独読書に比べ，「学習効果」と「満足度」について
優位性が出現することを確認した。
5.4.　ファシリテーションについての考察
読書会のようなグループワークを含む集団行動においては，「ファシリテーション」と
呼ばれる支援が存在する。このファシリテーションを本読書会でも部分的に取り入れた。
ファシリテーションの定義は，森（2008）における黒田由貴子氏の発言によれば，「（1）中立
な立場で（2）チームのプロセスを管理し（3）チームワークを引き出し（4）そのチームの成
果が最大となるように支援する」と記載されている。
このファシリテーションを本ビジネス読書会でも部分的に取り入れた。部分的という意
味は，読書会の手順を基本的に全て文書化し，ファシリテーターの技量によって読書によ
る学習効果と満足度が左右されることを極力防止する努力を指す。つまり，ファシリテー
ションが必要最小限になるよう配慮を行いながら，本ビジネス読書会を実施した。
以上，5.1. ～ 5.4.について，本研究の考察を行った。まず，本ビジネス読書会における「学
習効果」と「満足度」についての考察を行った。次に，協調読書の単独読書に対する優位性
について考察した。最後に，本読書会におけるファシリテーションの役割についても考察
を行った。
6.　まとめ
フリーエージェント化する現代の日本社会において，個人ビジネスを学ぶための読書会
を提案し，1人で読書した場合と，読書会として複数名で読書した場合の学習効果と満足
度の相違について考察を行った。
結果的に，ある形式で複数人により行う読書会を実行すれば，1人で読書する場合より
も，学習効果と満足度に優位性が出現することを確認し考察した。
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7.　参考文献
参考文献のページ表記について
文献の全文が参考になる場合はページ指定を行わない, または, 「他全文」と表記する。
浅田雅彦・柴田浩太郎(2011)「文献研究会による企業内PMコミュニティ活動」
プロジェクトマネジメント学会2011年度春季研究発表大会予稿集pp188-189
ダニエル・ピンク（2009）「フリーエージェント社会の到来」ダイヤモンド社
ロジャー・ハミルトン（2010）「億万長者の秘密をきみに教えよう！」中経出版，pp1-52。
森時彦（2008）「ファシリテーターの道具箱」ダイヤモンド社
NHK(2014)「クローズアップ現代『広がる“読書ゼロ” ～日本人に何が～』」
2014年12月10日19:30-19:56放映
橘玲（2009）「貧乏はお金持ち」講談社pp70-85,他全文。
礒井純充（2014）「マイクロ・ライブラリー図鑑」一般社団法人まちライブラリー
ウィリアム・ホワイト(1959)「組織のなかの人間」東京創元社
8.　資料
以下に，「読書会についてのアンケート（自由記述式）」および「協調読書感想フセン共有
模造紙」の内容を，資料として添付する。「協調読書感想フセン共有模造紙」とは，協調読
書を実施した際に被験者5人が記述した「意見」「発想」「解釈」等と，筆者が共感フセン紙
と名付けた小型のフセン紙の内容を記録した文書である。
8.1.　読書会についてのアンケート（自由記述式）　
ニックネーム：Tさん
①役に立ったこと
初めて読む本でも，みんなと考えをシェアできることで，理解が深まった。自分が気づか
なかったことを言ってくれてよかった。
②楽しかったこと
独りでは読書を途中で投げ出すかもしれないが，ファシリテーターのリードと仲間のシェ
アがあったことで，最後まで読むことができたので楽しかった。
③その他，ビジネス読書会全体を通しての感想
新しい読書会として普及に協力してみたい。ふせん（いいね）アイデアはわかりやすかっ
た。
ニックネーム：Kさん
①役に立ったこと
・ 自分以外の考えにふれることで，自分の理解に固執することなく， 
文章を立体的に学べた。
・どんな理解も間違いなんてない。すべて役立っている。
─128─
②楽しかったこと
・新しい仲間と出会えたこと。
・ひとつの章の理解でも，個性が輝いていた。
・付せんで「いいね！」を表現できること。
・題材の本自体がワクワク。
③その他，ビジネス読書会全体を通しての感想
・ 最終的にみんなが言っていた「すべて，つながっている」がとても印象的だった。 
“協調読書ゆえ”だと思う。
ニックネーム：Sさん
①役に立ったこと
本の読み込みの深さが違った。（一人の時より）。また，様々な人の発想・着想が聞けるこ
とで，相手のことをより理解できたり，気付きが多かった。
②楽しかったこと
発言した後の，共感の付箋貼りは，目に見える形で残るので，承認できて嬉しいし，
承認されることも嬉しい。これがゲーム感覚でできたので楽しかった。
③その他，ビジネス読書会全体を通しての感想
あっという間の3時間でした。学びも多く，楽しかったです。ありがとうございました。
ニックネーム：Yさん
①役に立ったこと
同じ本を読み，共通する相手の意見からの気づきを得られたことで学びになった。
本を書くうえで，読者の気持ちを感じられた。理解を深める方法に気がついた。
②楽しかったこと
「いいね！」付箋を貼るところが楽しい！！
自己承認にもつながり，とても良いアイデアだと思います。
③その他，ビジネス読書会全体を通しての感想
協調読書はとても良い読書会になると思います。次回も，ぜひ参加させてください。
ニックネーム：Mさん
①役に立ったこと
同じ本を読んで，同じページをいいと言っていても，感じ方が様々で，こんな活かし方も
あるのだと勉強になった。又，1人で本を読んでいると，流し読みをしてしまう場合も多い
が，読書会ということで，本と真剣に向き合うことができました。
②楽しかったこと
自分が印象に残った所をシェアしている時に，
皆からポストイットで，同感などの言葉がもらえた事が嬉しかったです。
③その他，ビジネス読書会全体を通しての感想
協調読書，とても楽しかったし，いい刺激をもらえた時間でした。
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8.2.　協調読書感想フセン共有模造紙
以下，「フセン・グループ」とは，被験者が記述したフセンの記述内容から共通して現れ
る文章をグループ化して筆者が名付けたものである。また，「フセンの数」とは，共感フセ
ン紙を除く，主たる発言の数を指す。pで始まるのは関連頁を指す。なお，「いいね」や「な
るほど」等の共感フセン紙は，主たる発言に続けて「＋」で記載した。
■フセン・グループ　時間の投資　フセンの数：13
Kさん　p48　時間の投資
勉強する時間や仲間作りに時間を使うと，3つ目のお金の蛇口を生み出せる。
Kさん　p49 自分の苦手なことを得意な人に任せる。その分，自分の投資。
＋なるほど！！（Sさんから）＋気づいたぁ！（Tさんから）＋なるほど～（Tさんから）
Yさん　p50　自分に時間を投資する。自分自身が第一の資産
Sさん　p50　時間を時間に投資する
→健康・成長・つながり・投資となっていて，これがマズローの欲求段階説に見えた。
自分自身こそ第一の資産ということが大事なので，
その自分も投資対象になることにも気付いた。
＋う～ん（Mさんから）
Kさん　p51　自分自身こそが第一の投資
Tさん　p49　時間への投資　
＋たしかに！！（Sさんから）
Mさん　p49　自分のために時間を投資する
→他の蛇口になりうる可能性がある。
＋いいね！（Yさんから）＋いいね！！（Sさんから）
Sさん　p49　「3つ目のお金の蛇口」　
自分が苦手な作業を得意な人に任せれば，その時間は自分の好きに使える。
時間に自分を投資。
→時間は皆平等なので，自分の好きなことに時間を投資することも大切。
＋なるほど！！（Mさんから）
Yさん　p50 時間を何に使うか？
仕事をするために，自分を充実させる時間を持つこと（趣味など）
＋そう思う！！（Sさんから）
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Yさん　p46　お金より貴重な時間を費やしたことは自分を裏切らない。
＋なるほど！！（Sさんから）
Yさん　p48　いかに時給をあげられるか。アイデアを出せ。＋確かに～（Tさんから）
Tさん　p49　お金をむだにしない。
Yさん　時間を自分に投資することは→生きるためのエネルギー
■フセン・グループ　配管システム　フセンの数：4
Sさん　p44　「いつでもスムーズに流れるように，定期的に配管のメンテナンスをする。」
→常に見直しを含めて最良のものの組み合わせになるようにする。改善。
＋なるほど（Tさんから）＋改善ステキ！（Kさんから）＋すばらしい（Tさんから）
Kさん　p44 　配管システムができたらいつもスムーズに水が流れるように定期的に配管
のメンテナンスをする必要がある。つくるだけじゃダメ。
＋いいね！（Yさんから）＋たしかに！！（Sさんから）＋共感！！（Tさんから）
Yさん　p44　一流とはシステムを創りコントロールできる人。
＋分かります！！（Mさんから）＋なるほど！！（Sさんから）
Mさん　p44　配管システムができたら水の流れをコントロールできる。
それをフランチャイズ化もできる。
優れたノウハウは，たくさんのビジネスチャンスがある。
＋いいね！！（Sさんから）
Tさん　（p44）　（配管を）チェックする
※頁数の明記はないが，実験のプロセスから意味的にp44としか解釈できないことを指す。
■フセン・グループ　働いたお金が消えてしまう　フセンの数：3
Tさん　p38　働いたお金がいつの間にか消えてしまう。
＋なるほど！（Kさんから）＋なるほど！（Yさんから）＋なるほど！（Mさんから）
＋いいね！（Sさんから）
Yさん　p38　意識してお金の流れをコントロールする。循環。貯蓄。
＋いいね！（Kさんから）＋いいね！（Mさんから）＋いいね！（Tさんから）
＋なるほど！（Sさんから）
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Sさん　p38　お金には流れがあり気がついた時には働いたお金が，
いつの間にか，消えてしまっていた。
→お金の流れを知り，どこにどう消えてしまうかを知る。
＋いいね！（Yさんから）
■フセン・グループ　蛇口の数を増やす フセンの数：3
Tさん　p51　蛇口の数を増やす
Mさん　p40　蛇口は1つではない。
一つしかないと思っていれば，見える事も探すこともない。見ようとするコトが大事。
＋スーパーわかる！（Kさんから）＋なるほど！！（Sさんから）＋いいね！（Yさんから）
＋わかる！！（Sさんから）
Mさん　p46　お金がなかったら，時間の蛇口を使う。
時間の蛇口は，1日24粒の時間のしずくしか出てこないから，使い方が大切。
■フセン・グループ　収入の一部を投資に　フセンの数：3
Ｔさん　p42　収入の一部を投資に回す。
Mさん　p42　収入の一部を投資に使うことで，2つ目のお金の蛇口ができる。
Sさん　p42　「2つ目のお金の蛇口」投資をする。一部のお金を。新たな蛇口を作る。
■フセン・グループ　チャンスの考え方　フセンの数：2
Kさん　p35　実は，色んな事に出会えるチャンスが僕らの周りにはあるんだ。
でも全然気づかない。目の前に現れると手を引っ込めてしまう。
＋いいね！！（Sさんから）＋いいネ！！（Mさんから）＋いいね！（Yさんから）
＋同感！（Mさんから）
Mさん　p36　新しいことを学ぶときは遊びやスポーツを覚えるときと同じで実際にやっ
てみるのが一番。プールの外で泳ぎを教わっても，泳げない。
＋なるほど！（Sさんから）＋いいね！（Yさんから）＋すべて正解！！（Kさんから）
＋すばらしい（Yさんから）＋なるほど！（Tさんから）＋同感！！（Tさんから）
 （2015.1.22受稿，2015.2.22受理）
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〔抄　録〕
フリーエージェント化する現代の日本社会において，個人ビジネスを学ぶための読書会
を提案し，1人で読書した場合と，読書会として複数名で読書した場合の学習効果と満足
度の相違について考察を行った。
結果的に，ある形式で複数人により行う読書会を実行すれば，1人で読書する場合より
も，学習効果と満足度に優位性が出現することを確認し考察した。
